
1. 「私」の選択 偉人たちの選択だけでなく、皆さん自身の選択が共有できれば、私たちの生き方を
改めて見直すことができるはずです。

サッカーを選択し
た女子学生、高校で
いわゆる野球留学で
福島に赴いた男子学
生の例です。
また、中国から日
本に留学した学生の
決意も掲載します。

丁度、シーナ・アイエンガーの
「白熱教室」が放送された時期かも
しれませんね。もちろん、運命・偶
然というとらえ方もできます。しか
し、「その話を聞くこと」「心にと
どめておくこと」を選択したのだ、
と自分で思うようにしてみてはどう
でしょうか。
「今回の授業内容を覚えておきた
いと思った」も選択であると考えて
はどうでしょうか。

的確な理解です。間違った
選択もその人を特徴づけてい
るはずです！そう思うとより
良い選択ができるように思い
ます。

結果的に、後で考えて、
「ああ、あれは誤った選択
だった。けれども自分らしい
選択だった」と思えるように
したいものだと私も思います。

全くその通りで
す。そのために、
選択する練習をし
てみませんか？

授業でお話した例のい
くつかは、選択肢がない
と思えるようなときでも、
新たな選択肢を見いだせ
るものだ、ということを
示しています。積極的に
選択肢を増やしてみま
しょう！ぜひ、一歩踏み
出してみましょう！
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2. 身近な人・「偉人」の選択 過去の偉人の「選択」は、とても勉強になります。私たち
の人生は一度きりです。偉人の人生の選択を知ることで、

実験の代わりとなる情報を得
ることができます。私が子供
のころには、親が子供に伝記
を買って与えることが多かっ
たです。
スティーブ・ジョブズは勿

論、身近な方の生き方は、私
たちに何を教えてくれるで
しょうか。

まさにそういう話です。
運命と思うか、偶然と思
うか、それとも選択と思
うか。どうとでも言えま
す。しかし、私たちが力

を得たと思えるのは選択だと思うときです。
リベラルアーツ学群で
「自由」を考えるとき、

意識すべきは「選択できる」ということかもしれません。私たちの「自由」に直結した話です。

3. なぜ学ぶか
今回の話と結び

つけて考えること
ができましたね。
素晴らしい！
学ぶこと一般で

について、選択肢を増やすことと関係があるでしょう。今回の授業の話は、さらに、「選択とは何か」を考
えることで、今まで気づかなかった選択肢を増やすことができたのではないでしょうか。

4. その他 授業と関係ある話です。大変申し訳ないです。もう一つ、もしかしたら失神しそうに

なるかもしれないビデオをお
見せします。あらかじめ、そ

の旨お伝えします。それでもお見せしなければ、と思うのは、そのビデオの中にこのようなセリフがある
からです。「私は見なければならないと思った。後世、あれは嘘だったという人が現れないように。」


